第35回サンスポ千葉マリンマラソン正式結果　　1月23日　幕張
千葉マリンマラソンの結果がようやく判明しました。3位入賞の槻澤翔以外は日ごろの練習の成果が発揮できない不完全燃焼な走りとなってしまいました。関東インカレハーフマラソンの標準記録を既に突破している槻澤・佐山以外の選手にとっては、標準突破を目指しての出場でしたが、誰一人として果たすことが出来ませんでした。練習での自信をレースに発揮できるようになることが今後の我がチームの課題です。次回は、3月13日に開催される日本学生ハーフマラソン大会（立川市）でリベンジを果たします。



　


東経大2番手・時庭崇（3）　　　　　　　　　　　力を出し切れなかった金子孔昭（3）


　


土田（2）・前（3）・八島（1）　　　　　　　　3位入賞・槻澤（3）表彰式の様子が電光掲示板に

【公認ハーフ男子】
3位


　


槻澤　　翔（3）　1時間05分28 　　自己ベスト　東京経済大学新記録！
47位　


時庭　　崇（3）　1時間09分18
57位　


柴　　佑希（2）　1 時間10分16　　


自己ベスト
61位　


奥澤　　匠（3）　1時間10分33
76位


　金子　孔昭（3）　
1時間11分37
88位　


冨澤　昇吾（1）　1時間02分12　　　初レース
98位　


佐山　賢成（2）　1 時間13分02
108位　八島　　丈（1）
　1時間13分35　　　

初レース
196位　前　　一平（3）　1時間17分04
198位　土田　康平（2）　1時間17分14　　　


自己ベスト
※故障等により練習（距離走）の一環として出場した選手の結果は除いてあります。


　


頑張り屋の萩原匠（1）　　　　　　　　　ロードベスト・武内孝浩（1）
【10㎞男子の部】
71位　　武内　孝浩（1）　　　37分30 秒
118位　 萩原　　匠（1）　　　39分01秒
＝訃報＝　　毛利先輩ありがとうございました


　

　　　　　　

昨年6月5日、陸上競技部90周年記念式典の毛利先輩
端艇部の毛利晃雄大先輩が、2月2日お亡くなりになりました。享年１０５歳の大往生でした。

端艇部のみならず、東京経済大学の全てをこよなく愛されていた毛利先輩の姿勢には尊敬という言葉で言い尽くすことの出来ない尊大なものを感じていました。

陸上競技部創部80周年（2000年）の式典の際に、監督である私に「箱根に出場しなさい」と仰っていただいたそのお言葉が今となっては、私を箱根駅伝に突き動かした原動力になっているような気がします。

毛利先輩からは、いつも辛口のお言葉を頂戴していました。最近は、メールで頻繁に叱咤激励をいただいていました。心残りなのは、箱根駅伝に母校の学生が走る姿をお見せ出来なかったことです。今回、槻澤の学連選抜選考の際には、「おめでとう」のお言葉に加えて「有頂天になり過ぎ」との警鐘を鳴らしていただいていました。昨年、頂戴したメールは13通、今年になってからは2通です。最後のメールはお亡くなりになる5日前の1月29日に頂戴していました。毛利先輩からの最後のメールは、槻澤が千葉マリンマラソンで3位になったお祝いメールでした。下記がそのメールです。
そして昨日のお通夜で、喪主のご三女・靖子さんから毛利先輩がいかに陸上競技部と箱根駅伝への思いが強かったか、そして「上阪はよく頑張っている」と言いながら、メールになると叱咤ばかりになってしまったことへのお詫びのお言葉をいただき、思わず感極まってしまいました。

毛利先輩に可愛がっていただいた私は幸せ者です。先輩のご遺志を現実のものにしていくのが私の人生を賭けての仕事になります。

毛利先輩、たくさんの愛情あふれる叱咤激励ありがとうございました。ご冥福を心よりお祈り申し上げます。安らかにお眠り下さい。
監督　　上阪
	＜毛利先輩から頂戴した最後のメール＞
寒中お見舞い申しあげます。新年早々に槻澤君の快挙おめでとう。本年も頑張って下さい。
併し現状では箱根路はまだ遠いですね。大学当局はどう考えているのでしょうか。昨年暮の高校駅伝と本年正月の箱根駅伝を見ても5000m14分台の選手を揃えることが急務ですこれは大学当局の決意が先決ではないでしょうか。
　　1月29日　　　　　　毛利　晃雄



小平市民駅伝に参加しました　　2月6日　　小平市


 

 


補助員・原口雄（2）　　　　　　　補助員・奥澤（3）、安達（2）、時庭（3）　　　　　槻澤翔（3）も補助員です
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補助員・中嶋聡（1）　　　　　　　　2区・山本（3）→3区・土田（2）　　　　　小林正則小平市長から表彰状授与　　　　　　
地域貢献・連携の一環として、昨日は小平市市民駅伝大会の補助員としてお手伝いさせていただきました。日ごろは補助員や審判員の方にお世話になる立場の選手たちも大会運営の仕事をとおして、サポーターの方々への感謝の気持ちを感じてくれたことでしょう。
チームとしても中距離との混合チームで出場し優勝させていただきました。

